
１．指定管理者名

２．指定期間

３．業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

15
仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不
実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ
以下：2～0点

15

内容・事業数等が期待以上：15～12点、内容・事業数等が例年通り：
11～9点、内容・事業数等が例年よりやや劣る：8～7点、内容・事業
数等が例年より劣る：6～3点、内容・事業数等が例年よりかなり劣る
2～0点

※ミュージアムの配点については、『(2)市の事業の企画・運営・実施
状況（仕様書内）』１５点除外のため、『(3)自主事業の企画・運営・実
施』の得点を２倍する

期待以上　14点

仕様書どおりの事業が不足なく行われている。

企画展「大坪高明の「タイル」と絵タイル職人の手わざ」では、多治見市美濃焼ミュージアムの企画展と連携
企画として開催、相互チラシに案内を掲載するなど協力を行った。モザイクタイルとは違った絵タイル職人の
しごとに焦点を合わせ紹介。関連企画のワークショップでは毎回満席となるなど好評を得た。

体験工房では、手軽にタイル貼り体験ができるワンコイン工作が盛況で、平成28年度の約２．１倍となる利用
者となった。

自主企画では、７月には開館１周年を記念し、入館先着者3,000名へ記念タイルの贈呈、産業振興フロアで展
示終了となったタイルパネルのプレゼントを実施。他に、ナイトミュージアム「モザイクタイルと星空の夕べ」を
開催し好評を得た。
また、タイル何でも相談会（限定４組で６月下旬から土曜日に開催）を実施。

適正(普通)　2点

・掃除機、モップ等による清掃を毎日実施。
・業者による床清掃(ワックス塗布）を年1回実施。
・受付、事務所が常に整頓されている。

適正(普通)　2点

照明、空調、給排水などの設備を日常的に点検。空調は、定期的にフィルターを取替えている。植栽等の剪
定を適宜実施している。

適正(普通)　2点

館内に監視カメラを設置し、作品の監視、来場者の安全を確保。防火管理有資格者を配置。

適正(普通)　2点

市への連絡も含め、適宜対応している。

適正(普通)　2点

外階段など危険箇所を把握し、安全確保に努めている。

適正(普通)　2点

文書はキャビネットやレターケースで適切に管理。

適正(普通)　2点

社内用の文書には、古封筒や裏紙を使用。

適正(普通)　2点

通路、展示室、工房の出入り口など、車椅子等に十分対応できる広さが保たれており、また段差もない。

適正(普通)　2点

管理者備品については、市とは別の台帳で管理されている。

適正(普通)　2点

個人情報が含まれる書類等については、鍵のかかるキャビネットで保管し、パソコンでは、個人情報をパス
ワードをかけて共有フォルダーで管理している。

0 事故等への対応は減点対象とする（事故なし及び事故等の対応に不
備なし：0点、事故等対応に不備あり：△1点）

事故なし・対応に不備なし　0点 事故等については適宜対応。市へも報告あり。

3 5 当該年度の収入÷支出が、105％以上：5点、105％未満～100％：4
点、100％未満：3点

105％以上　5点

10 期待以上：10～8点、適正（普通）：7～5点、不備あり：4～1点 適正(普通)　5点

１階暖炉前にアンケートを常設し、来場者のニーズの把握に努めている。

5 期待以上：5点、適正（普通）：4点、不備あり：3～1点
※苦情なしは４点とする

苦情なし・適正(普通)　4点 アンケートやメールでの要望等に適宜対応している。

15
提案、姿勢、その他の成果ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、適正（普通）：11～9点、普通未満～物足りな
い：8～0点

期待以上　14点

マスコミの取材対応に丁寧な対応がなされた。
取材対応件数は評価できる。

0

提出書類の遅れ・不備に応じて減点対象とする（遅れ・不備内容の程
度により△1～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽微)：△1、一部遅れ・不備あり(中程度)：△2、
一部遅れ・不備あり(それ以下)：△3

遅れ・不備なし　減点なし

-

0

指示への対応等に応じて減点対象とする（対応等の内容により△1～
△3点）
指示等なし・対応等が期待どおり：減点なし、対応等が期待以下(軽
微)：△1、対応等が期待以下(中程度)：△2、対応等が期待以下(それ
以下)：△3

指示等なし・対応等が期待どおり
減点なし

-

全体的な評価
事業に関しては仕様書どおり大変良好に実施され、知名度、集客効果も十分図られている。

④小規模修繕

⑤危険箇所の把握（施設の瑕疵）

10

①チェック細目の丸数字の各項目を３段階評価する
　　（適正（普通）：2点、一部不備あり：1点、不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8点、適正（普通）：6点、一部不備あり：4点、
不備あり2点

③保安・警備 10点

(2)市からの指示等への対応（報告書類の提出以外）等

②保守・点検

平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～95％：4点、95％未満
～85％：3点、85％未満：2～0点

①清掃

5

平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～95％：4点、95％未満
～85％：3点、85％未満：2～0点

※ミュージアムの配点については、『①施設の利用率(利用時間/日
数×営業時間)』５点除外のため、『②利用人数』の得点を２倍する

5

●仕様書では、企画展を年２回以上、体験工房年４メニュー程度、体験学習（ワークショップ）年２回以上、講座・セミナー
年２メニュー程度としている。
・企画展年間４本。職人による「絵タイル」を紹介する「大坪高明の「タイル」と絵タイル職人の手わざ」、タイル産業を支える
工場の魅力発信「工場賛歌　釉薬編」、「陶磁器試験所と近代の建築装飾」、「東京の銭湯とタイル～おとめ湯をめぐって
～」を実施。
・体験工房では、ワンコイン工作（フォトフレーム等制作）、目仕込み体験を実施し、利用者56,828人。また、体験工房の特
別講座「夏休みの作品を作ろう」を開催。
・ワークショップ、講座・セミナー等年間１４回、参加者229人。
・その他の自主事業年間５回。

②利用人数

(1)利用状況(10点)

105％以上 5点

適正に実施されている

5

(2)その他管理業務の実施状
況（15点）

平均値比とは、当該評価対象年度の利用人数を次に掲げる値で割って求めた率をいう。
(1)指定管理期間1年目　前指定管理期間における利用人数の平均値
(2)2年目以降　指定期間における当該評価年の前の年の利用人数の平均値(例：4年目の場合は、1～3年目の平均利用
人数)
(3)新規施設の場合又は施設内容の大幅変更等により(1)、(2)によることが不適当であると判断される場合　他の類似施設
における利用人数実績に所要の調整をして算出した値

平均値比(119％)　=　利用人数　14,707人【月平均】　÷　12,337人【前年度月平均】（上記(2)適用）

その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

4
より良い施設運
営のための取組
(30点)

(2)より良い施設運営・事業実施のための提案・姿勢、上記１～３の評
価に反映されないその他の成果ポイント（15点）

評価項目 細目

1 運営・利用状況
（40点）

(2)市の事業の企画・運営・実施状況（仕様書内）(15点)

(3)自主事業の企画・運営・実施(15点)

①施設の利用率(利用時間/日数×営
業時間)

極めて良好

14点

0点

0点

5点

合計 100

【４段階評価】
極めて良好　　　　100～85点
良好　　　　　　　　　84～65点
努力が必要　　　　 64～45点
取消し等を検討　　44点以下

当該施設の経営状況
(5点)

①事業収支

適正に実施されている

得点

-

-

28点

10点

4点

0点

10点

5点

①チェック細目の丸数字の各項目を４段階評価する
（期待以上：3点、適正（普通）：2点、一部不備あり：1点、不備あり：0
点）
②５項目の合計点とする。

(1)市民・利用者の声の反映
（15点）

①ニーズの把握・事業への反映

②苦情対応

合計86点

収入　163,188,772　÷　支出　105,578,980　＝　155％

特になし

苦情に対し、適宜対応された

新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等マスコミの取材年間220件

適正に実施されている

来場者へのアンケートを実施した

タイルの剥がれ、漆喰の剥離、水漏れ対応等、適正に実施されている

事故等に対し、適宜対応した
展示物の破損（２件）、屋外照明の破損（1件）発生

一般財団法人　たじみ・笠原タイル館

平成28年4月1日　～　平成33年3月31日

（1）多治見市モザイクタイルミュージアムの事業の実施に関すること
（2）多治見市モザイクタイルミュージアムの維持管理に関すること
（3）観覧料、利用料金に関すること
（4）減免対象者の利用に関すること
（5）施設等の利用許可に関すること
（6）その他の業務

適正に実施されている

①文書管理

15

④備品管理

適正に実施されている

適正に実施されている

適正に実施されている

実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入)

H29年度入館人数　176,493人≪H28年度：123,370人（6～3月の10カ月）≫
【１日平均　573人/日（H29年度）≪481人/日（H28年度）≫】
・体験工房利用者　56,828人（H29年度）≪26,848人（H28年度）≫

独創的な外観を多くのメディアや情報誌に取り上げられ藤森照信氏による建築の魅力が多くの方の興味を引
いたことや、「モザイクタイル」そのものに対する興味や関心の高まり、ＳＮＳ等で来館者からの情報が広く拡
散されたことから、平成28年度を上回る多くの方の来場があった。
平成29年8月13日には来館者20万人を達成。平成30年3月31日には来館者が30万人に迫った。

適正に実施されている

適正に実施されている

適正に実施されている

平成30年度（29年度実績）　総合評価書　　＜施設名　　　多治見市モザイクタイルミュージアム＞

４．採点表

2 施設管理状況
(25点）

(1)施設管理業務の実施状況
（10点）

⑥事故等への対応

⑤個人情報保護

②環境への配慮

③バリアフリー

１


